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【
論
文
要
旨
］

聖
武
天
皇
の
国
分
寺
建
立
の
詔
で
建
て
ら
れ
た
の
が
海
老
名
市
に
所
在
す

る
僧
寺
と
尼
寺
で
あ
り
、
そ
の
創
建
期
を
八
世
紀
第
Ⅲ
四
半
期
前
半
の
七
五

○
～
六
○
年
代
と
み
る
。
国
分
僧
寺
と
尼
寺
跡
か
ら
出
土
す
る
土
器
類
の
年

代
、
軒
丸
・
軒
平
瓦
の
瓦
当
文
構
成
と
変
遷
を
分
析
し
て
そ
の
源
流
を
探
り
、

僧
寺
の
軒
丸
瓦
が
横
須
賀
市
宗
元
寺
、
尼
寺
の
軒
丸
瓦
が
小
田
原
市
千
代
廃

寺
に
あ
っ
た
と
す
る
。

国
分
寺
創
建
に
あ
た
っ
て
、
地
方
の
古
代
寺
院
と
僧
尼
寺
の
瓦
当
文
に
関

連
性
が
認
め
ら
れ
る
要
因
に
、
当
時
の
国
衙
や
郡
家
が
密
接
に
係
わ
っ
て
い

た
こ
と
を
見
い
だ
し
、
「
続
日
本
紀
』
ら
の
史
料
と
も
比
較
し
て
天
平
十
三
年
か

ら
二
○
年
間
ほ
ど
の
期
間
は
、
発
掘
調
査
の
成
果
と
も
併
せ
て
考
え
る
と
、

国
分
寺
が
完
成
す
る
ま
で
僧
寺
の
代
わ
り
に
機
能
し
て
い
た
の
が
千
代
廃
寺
、

尼
寺
が
宗
元
寺
で
あ
っ
た
と
み
る
。
国
分
寺
が
完
成
す
る
ま
で
の
期
間
は
、

こ
の
二
寺
を
中
心
に
し
て
造
仏
や
経
典
の
安
置
、
読
調
が
な
さ
れ
て
い
た
と

す
る
。 【

キ
ー
ワ
ー
ド
一
奈
良
時
代
聖
武
天
皇
古
代
寺
院
国
分
寺
相
模
国

相
模
国
分
寺
の
研
究
（
上
）

國
平
健
三

天
平
十
三
（
七
四
一
）
年
二
月
十
四
日
、
聖
武
天
皇
の
発
願
で
国
分
寺
建
立
の
詔
が

発
せ
ら
れ
、
諸
国
に
国
分
僧
寺
と
尼
寺
が
建
て
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

相
模
国
に
建
て
ら
れ
た
そ
の
国
分
寺
を
、
古
く
は
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
に
編

さ
ん
さ
れ
た
「
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
」
は
「
高
座
郡
海
老
名
村
国
分
」
に
の
こ
る
廃
寺

跡
と
す
る
。
そ
の
後
、
明
治
時
代
か
ら
今
日
ま
で
の
研
究
は
、
海
老
名
市
に
所
在
す

る
僧
寺
が
東
大
寺
式
の
伽
藍
配
置
を
と
ら
ず
に
そ
れ
よ
り
も
以
前
の
法
隆
寺
式
伽
藍

で
あ
る
こ
と
や
、
「
類
聚
国
史
』
弘
仁
十
（
八
一
九
）
年
二
月
十
九
日
条
に
み
る
「
十
年
二

十

九

廿

九

月
丁
卯
。
相
模
国
金
光
明
寺
災
」
、
お
よ
び
同
年
の
八
月
二
十
九
日
条
の
「
八
月
甲
戌
。

遠
江
。
相
模
。
飛
騨
三
国
々
分
寺
災
」
の
史
料
を
引
い
て
、
最
初
の
国
分
寺
を
国
府
と

も
関
連
づ
け
て
足
下
郡
の
小
田
原
市
に
在
る
千
代
廃
寺
に
求
め
、
弘
仁
十
年
の
火
災

が
も
と
で
足
下
郡
か
ら
高
座
（
倉
）
郡
の
海
老
名
市
へ
移
転
し
た
と
す
る
二
遷
説
を
唱

え
る
の
と
、
当
初
か
ら
高
座
郡
の
海
老
名
の
地
に
建
て
ら
れ
た
と
す
る
説
と
に
別
れ

て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
諸
国
の
国
分
僧
寺
は
多
く
が
東
大
寺
式
伽
藍
配

置
を
と
る
の
に
対
し
て
、
相
模
国
は
法
隆
寺
式
伽
藍
の
特
異
な
存
在
を
ど
の
よ
う
に

理
解
す
る
の
か
と
い
う
、
国
分
寺
創
建
期
以
前
か
ら
の
豪
族
の
氏
（
私
）
寺
を
転
用
し
て

の
展
開
で
あ
っ
た
と
す
る
解
釈
も
な
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
先
学
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
で
は
相
模
国
分
寺
の
創
建
が
氏
寺

を
代
用
し
て
の
展
開
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
詔
に
沿
っ
て
創
建
さ
れ
た
寺
院
な

の
か
、
そ
の
創
建
期
は
い
つ
な
の
か
、
文
献
に
み
る
造
寺
・
造
仏
・
写
経
ら
の
諸
作

業
と
も
併
せ
な
が
ら
相
模
国
の
実
態
を
検
討
し
て
み
る
。

は

じ

め

に
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文
献
史
料
か
ら
窺
え
る
国
分
寺
建
立
に
向
け
て
の
契
機
を
な
し
た
と
さ
れ
る
記
録

二

メ

ョ

リ

ノ

が
濡
日
本
紀
」
天
平
九
（
七
三
七
）
年
三
月
三
日
条
の
「
毎
し
国
令
ド
造
二
釈
迦
仏
像
一
躯
。

ヲ

テ

サ

ヲ

（

註

１

）

挾
侍
菩
薩
二
躯
一
。
兼
写
中
大
般
若
経
一
部
上
。
」
で
あ
る
。

国
ご
と
に
安
置
さ
れ
る
釈
迦
三
尊
像
の
造
仏
、
大
般
若
経
一
部
（
六
百
巻
）
の
写
経

を
命
じ
た
聖
武
天
皇
の
意
図
に
、
井
上
薫
氏
は
続
紀
で
の
前
後
す
る
記
載
内
容
を
検

討
し
て
、
当
時
進
行
中
で
あ
っ
た
蝦
夷
討
征
、
飢
饅
や
蔓
延
す
る
疫
病
へ
の
飢
疫
対

策
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
緊
迫
し
て
い
た
対
新
羅
政
策
が
重
要
な
建
議
と
な
っ
て
お
り
、

仏
教
の
加
護
を
得
て
こ
れ
ら
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
の
政
策
を
講
じ
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
た
こ
と
、
律
師
道
慈
か
ら
の
鎮
国
と
聖
朝
平
安
を
祈
る
国
分
寺
建
立
の
建

策
が
進
言
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
作
用
し
た
と
み
る
（
井
上
一
九
六
六
）
。

ム

そ
し
て
、
三
年
後
の
「
続
日
本
紀
』
天
平
十
二
（
七
四
○
）
年
六
月
十
九
日
条
は
、
「
令
下

ノ

ヲ

シ

テ

ニ

シ

ヲ

ニ

テ

ノ

ヲ

天
下
諸
国
毎
し
国
写
二
法
華
経
十
部
一
・
井
建
中
七
重
塔
ｋ
焉
」
と
記
す
。
諸
国
に
発
布

さ
れ
た
国
分
寺
建
立
の
前
触
れ
と
も
と
れ
る
も
の
で
、
寺
院
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
え
る

塔
の
建
造
を
第
一
義
的
に
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
同
年
九
月
十
五
日

シ

テ

ノ

ニ

ク

リ

テ

ノ

ー

ル

ー

ノ

、

ン

テ

条
に
は
「
勅
二
四
畿
内
七
道
諸
国
一
日
・
比
来
縁
三
筑
紫
境
有
二
不
軌
之
臣
一
。
命
レ

ニ

セ

シ

ム

ク

ハ

テ

ニ

ス

ン

セ

ン

コ

ト

ヲ

ヲ

一

一

二

ラ

シ

メ

ノ

軍
討
伐
・
願
依
二
聖
祐
一
欲
し
安
二
百
姓
一
・
故
今
国
別
造
二
観
世
音
菩
薩
像
壱
躯

サ

ナ

ル

ヲ

ニ

サ

シ

ム

ト

ヲ

高
七
尺
一
・
井
写
二
観
世
音
経
一
十
巻
一
・
」
と
あ
る
。
筑
紫
で
の
謀
反
と
討
伐
に
も
仏

教
の
加
護
を
求
め
、
民
衆
を
感
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
と
こ
ろ
で
、

造
ら
れ
た
高
さ
七
尺
の
観
世
音
菩
薩
像
一
躰
と
六
月
十
九
日
条
の
法
華
経
十
部
を
加

え
て
の
観
世
音
経
十
巻
は
諸
国
の
ど
こ
に
安
置
さ
れ
て
読
調
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

｜
、
史
料
に
み
る
国
分
寺
建
立
へ
の
動
き

さ
ら
に
明
確
な
か
た
ち
で
国
分
寺
建
立
の
詔
が
発
布
さ
れ
る
一
ヶ
月
前
の
「
続
日

モ

ト

ノ

ノ

（

不

比

等

）

本
紀
」
天
平
十
三
（
七
四
二
年
一
月
十
五
日
の
条
は
、
「
故
太
政
大
臣
藤
原
朝
臣
家

シ

ツ

ル

ヲ

ハ

テ

ニ

シ

ヒ

ノ

ニ

ハ

ス

ノ

~
~

返
斗
上
食
封
五
千
戸
一
・
二
千
戸
依
レ
旧
返
訓
賜
其
家
・
三
千
戸
施
ゴ
入
諸
国
々
分
寺
一
。

テ

ッ

ル

ノ

ヲ

二

以
充
造
二
丈
六
仏
像
一
之
料
上
。
」
と
す
る
。
か
っ
て
藤
原
不
比
等
が
領
し
た
五
千
戸
の

う
ち
の
三
千
戸
の
食
封
が
諸
国
の
国
分
寺
に
置
く
丈
六
の
釈
迦
仏
像
を
造
る
費
用
に

充
て
る
た
め
に
施
入
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
中
央
の
記
録
は
、
天
平
九

年
か
ら
十
三
年
に
か
け
て
造
仏
や
写
経
が
盛
ん
に
な
さ
れ
て
都
か
ら
諸
国
に
送
ら
れ

た
か
、
そ
れ
と
も
諸
国
の
国
衙
（
府
）
が
対
応
し
た
か
を
示
唆
し
て
い
る
。
で
は
国
分

寺
が
完
成
、
あ
る
い
は
読
経
が
可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
は
、
こ
れ
ら
の
仏
像
や
経

典
類
は
ど
こ
に
安
置
さ
れ
て
読
荊
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
角
田
文
衛
氏
は
国
府
に
付
属
し
た
国
府
寺
が
存
在
し
た
と

す
る
（
角
田
一
九
九
六
）
。
国
衙
施
設
に
読
経
で
き
る
簡
易
な
建
物
が
存
在
し
た
と
し

て
も
不
自
然
で
は
な
い
が
、
僧
尼
寺
が
完
成
す
る
ま
で
の
期
間
、
僧
尼
の
員
数
と
読

調
の
回
数
、
あ
る
い
は
薩
摩
・
但
馬
・
和
泉
・
淡
路
・
駿
河
・
伊
豆
・
越
前
国
の
天

平
年
間
に
行
わ
れ
た
国
衙
斎
会
に
関
す
る
正
税
帳
や
郡
稲
帳
に
み
る
「
弐
寺
」
の
記
載

を
考
え
る
と
、
国
衙
斎
会
も
含
め
た
多
く
の
場
合
は
国
府
寺
以
外
の
と
こ
ろ
に
あ
る

二
カ
所
の
伽
藍
を
も
つ
寺
で
な
さ
れ
る
場
合
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
こ
の
二
寺
が
示
唆
し
て
い
る
状
況
は
、
相
模
国
の
国
分
寺
創
建
を
考
え
る
う
え

で
も
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

国
分
寺
建
立
の
詔
は
「
続
日
本
紀
』
の
天
平
十
三
（
七
四
一
）
年
三
月
二
十
四
日
条
に

載
せ
る
が
、
「
類
聚
三
代
格
』
天
平
十
三
年
二
月
十
四
日
条
、
「
続
日
本
紀
』
天
平
十
九

（
七
四
七
）
年
十
一
月
七
日
の
条
文
か
ら
み
て
も
、
「
二
月
十
四
日
」
と
す
る
の
が
正
し

－ワー
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い
。
詔
の
内
容
は
長
文
に
な
る
が
、
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
み
る
。

シ

テ

ク

テ

ヲ

ク

ケ

ヲ

ダ

メ

ヲ

ク

ヅ

ノ

詔
日
・
朕
以
二
薄
徳
一
・
恭
承
二
重
任
一
・
未
し
弘
二
政
化
一
・
晤
療
多
噺
・
古
之
明

ハ

ク

シ

テ

ヲ

カ

ニ

ミ

キ

ル

メ

テ

カ

ノ

ヲ

ク

ン

ヤ

ノ

ー

一

コ

ノ

主
皆
能
二
先
業
一
・
国
泰
人
楽
・
災
除
福
至
・
修
二
何
政
化
一
・
能
致
二
此
道
一
・
頃

コ

ロ

ナ

ラ

ニ

ル

ス

リ

テ

リ

シ

テ

ス

ヲ

ヲ

テ

ク

メ

ニ

ノ

ク

者
年
穀
不
豐
・
疫
痛
頻
至
・
葱
權
交
集
・
唯
労
罪
し
己
・
是
以
廣
為
二
蒼
生
一
遍

ム

ヲ

二

セ

テ

ヲ

シ

ト

ト

ノ

エ

ノ

ヲ

ク

メ

ヲ

シ

テ

リ

求
一
景
福
一
・
故
前
年
馳
レ
騨
増
訓
飾
天
下
神
宮
一
・
去
歳
普
令
下
天
下
造
二
釈
迦
牟

ノ

サ

ヲ

ニ

サ

ヲ

リ

尼
佛
尊
・
像
高
一
丈
六
尺
圖
各
一
鋪
も
井
写
噸
大
般
若
経
各
一
部
二
。
自
二
今
春
一

カ

タ

マ

デ

ニ

~
~

テ

ニ

ナ

リ

ク

ム

ノ

ヲ

シ

テ

已
来
・
至
二
干
秋
稼
一
・
風
雨
順
し
序
・
五
穀
豊
穣
。
（
中
略
）
宜
し
令
ド
天
下
諸
国

テ

リ

ノ

ヲ

ニ

サ

ヲ

各
敬
造
二
七
重
塔
一
区
一
・
井
写
中
金
光
明
最
勝
王
経
。
妙
法
蓮
華
経
各
一
部
上
。

ニ

シ

テ

シ

テ

ノ

ヲ

ニ

メ

ヨ

カ

ヲ

朕
又
別
擬
写
一
金
字
金
光
明
最
勝
王
経
一
・
毎
し
塔
各
令
レ
置
二
一
部
一
・
（
中
略
）
又

ノ

ニ

ハ

、

ン

ヲ

ニ

ハ

ニ

ハ

メ

毎
し
国
僧
寺
・
施
二
封
五
十
戸
・
水
田
・
十
町
一
・
尼
寺
水
田
十
町
。
僧
寺
必
令
レ

ラ

ノ

ノ

ヲ

シ

ノ

ト

ニ

ハ

ア

ッ

テ

ノ

ノ

ヲ

有
二
廿
僧
一
。
其
寺
名
為
二
金
光
明
四
天
王
護
国
之
寺
一
。
尼
寺
一
十
尼
。
其
團
名

ス

ノ

ト

ク

ク

ヲ

シ

ラ

パ

チ

ク

シ

シ

為
二
法
華
滅
罪
之
寺
一
。
両
寺
相
共
宜
受
二
教
戒
一
・
若
有
レ
閥
者
。
即
潰
一
補
満
一
。

ノ

ハ

ニ

ハ

ス

ニ

ス

ヲ

ニ

ル

ニ

シ

ヲ

其
僧
尼
・
毎
月
八
日
・
必
應
レ
韓
華
頭
最
勝
王
経
一
ｏ
毎
し
至
二
月
半
一
・
謂
二
戒
掲
磨
一
。

ニ

ハ

レ

ス

ル

コ

Ｑ

ト

ヲ

ク

ニ

フ

ヲ

毎
月
六
斎
日
・
公
私
不
し
得
二
漁
猟
殺
生
一
。
国
司
等
宜
二
恒
加
二
検
校
一
。

飢
疫
の
苦
し
み
を
み
た
天
皇
は
、
全
国
の
神
社
を
修
造
さ
せ
て
高
さ
一
丈
六
尺
の

釈
迦
牟
尼
仏
像
一
躰
を
造
ら
せ
、
大
般
若
経
一
揃
い
を
写
経
さ
せ
た
こ
と
で
五
穀
豊

饒
が
か
な
っ
て
驚
き
恐
れ
、
仏
教
の
功
徳
を
解
く
。
そ
し
て
謹
ん
で
諸
国
に
七
重
塔

一
基
を
建
造
さ
せ
、
併
せ
て
金
光
明
最
勝
王
経
と
妙
法
蓮
華
経
の
一
揃
い
を
写
経
す

る
よ
う
に
命
じ
た
。
さ
ら
に
天
皇
自
ら
も
金
泥
文
字
の
金
光
明
最
勝
王
経
を
写
経
し

て
、
国
ご
と
の
七
重
塔
に
一
部
を
置
こ
う
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
国
分
僧
寺
の
名
を

「
金
光
明
四
天
王
護
国
之
寺
」
と
し
て
僧
二
十
人
を
お
き
、
封
戸
五
十
戸
と
水
田
十
町

を
施
入
さ
せ
、
尼
寺
は
「
法
華
滅
罪
之
寺
」
と
名
づ
け
て
十
人
の
尼
を
お
き
、
水
田

十
町
を
施
入
さ
せ
た
。
両
寺
の
僧
尼
は
教
戒
を
受
け
さ
せ
て
、
欠
員
が
で
れ
ば
補
充

さ
せ
、
毎
月
八
日
に
必
ず
金
光
明
最
勝
王
経
を
転
読
さ
せ
て
月
半
ば
に
は
戒
掲
磨
を

諭
さ
せ
、
毎
月
の
六
斎
日
は
公
私
と
も
漁
猟
や
殺
生
を
禁
じ
た
。
国
司
ら
は
守
ら
れ

て
い
る
か
を
常
に
検
査
す
る
よ
う
に
と
、
国
分
寺
建
立
の
詔
が
公
布
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
三
年
後
の
「
続
日
本
紀
」
天
平
十
六
（
七
四
四
）
年
七
月
二
十
三
日
条
は

ノ

ー

キ

テ

ヲ

テ

ル

ル

コ

、

卜

~
~

「
四
畿
内
七
道
諸
国
。
々
別
割
訓
取
正
税
四
万
束
一
・
以
入
二
僧
尼
両
寺
一
各
二
万
束
。

シ

テ

テ

ノ

ヲ

ク

ヘ

ヨ

ノ

ー

毎
年
出
挙
・
以
一
其
息
利
一
永
支
二
造
寺
用
一
・
」
と
な
る
。
こ
の
記
録
か
ら
は
諸
国
の
国

分
寺
造
営
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
三
年
後
の
「
続
日
本
紀
』

は
次
ぎ
の
よ
う
な
内
容
と
な
る
。

『
続
日
本
紀
」
天
平
十
九
（
七
四
七
）
年
十
一
月
七
日
条

テ

ヌ

ル

ヲ

ニ

シ

テ

ス

メ

ン

ト

ヲ

シ

テ

ク

ク

朕
以
二
去
天
平
十
三
年
二
月
十
四
日
一
・
至
心
発
願
・
欲
し
使
二
国
家
永
固
。
聖

ヲ

シ

テ

ニ

セ

チ

ク

シ

テ

ノ

ニ

ニ

ム

ラ

ヲ

法
恒
修
℃
遍
詔
二
天
下
諸
国
一
・
々
別
令
し
造
二
金
光
明
寺
。
法
華
寺
一
・
其
金

ニ

ハ

ラ

シ

メ

ノ

ヲ

ニ

サ

シ

メ

テ

ヲ

セ

シ

ム

ニ

光
明
寺
各
造
二
七
重
塔
一
区
一
・
井
写
二
金
字
金
光
明
経
一
部
一
。
安
引
置
塔
裏
一
。

ル

ー

ノ

シ

テ

ハ

ハ

ナ

ラ

ハ

ホ

タ

カ

ヲ

ラ

ク

ノ

而
諸
国
司
等
怠
緩
亦
行
・
或
虚
寺
不
レ
便
・
或
猶
未
し
開
し
基
・
以
為
・
天
地
災

レ

ル

コ

ト

シ

レ

ル

二

カ

ニ

ン

ヤ

ト

ナ

ル

ノ

ヲ

テ

シ

異
一
二
顕
来
差
由
レ
弦
乎
。
朕
之
股
肱
豈
合
し
如
レ
此
・
是
以
差
二
従
四
位
下
石

ノ

ノ

ノ

ヲ

テ

ヲ

シ

テ

川
朝
臣
年
足
。
従
五
位
下
阿
倍
朝
臣
小
嶋
。
布
勢
朝
臣
宅
主
等
・
分
し
道
発
遣
・

セ

シ

メ

ヲ

一

一

セ

シ

ム

ル

ヲ

ク

ト

モ

ニ

ヒ

ト

ミ

テ

ヲ

メ

テ

フ

検
引
定
寺
地
市
井
察
二
作
状
一
・
国
司
宜
下
与
一
使
及
国
師
一
・
簡
。
定
勝
地
一
勤
加

ヲ

シ

テ

ノ

ー

シ

テ

ヘ

タ

ル

ヲ

ナ

ス

ニ

ヲ

ラ

ム

セ

テ

ヲ

営
繕
上
。
又
任
二
郡
司
勇
幹
堪
一
済
二
諸
事
一
・
專
令
一
主
當
一
・
限
二
来
三
年
以
前
一
。

叩

ノ

テ

ヲ

ニ

メ

ヨ

ヲ

シ

ク

ッ

テ

ニ

ク

ノ

セ

バ

ヲ

ク

ユ

ル

コ

ト

造
一
塔
金
堂
僧
坊
一
悉
皆
令
レ
了
。
若
能
契
レ
勅
・
如
レ
理
修
引
造
之
一
・
子
孫
無
し
絶

セ

ン

ニ

ノ

ノ

ハ

ク

ノ

ヲ

ニ

ヘ

ヨ

ヲ

ニ

ハ

任
一
郡
領
司
一
．
其
僧
寺
尼
寺
水
田
者
除
二
前
入
数
一
已
外
。
更
加
二
田
地
一
・
僧
寺

ニ

ハ

チ

セ

テ

一

一

シ

テ

ニ

ス

ク

ゲ

テ

ニ

シ

メ

ヨ

カ

ヲ

九
十
町
。
尼
寺
四
十
町
。
便
仰
二
所
司
一
墾
開
應
レ
施
・
普
告
二
国
郡
一
知
皇
朕
意
焉
。

天
平
十
三
年
二
月
十
四
日
の
勅
命
は
怠
慢
で
言
い
訳
だ
け
の
国
司
の
た
め
に
造
寺
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事
業
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
従
四
位
下
石
川
朝
臣
年
足
、
従
五
位
下
阿
倍

朝
臣
小
嶋
、
布
勢
朝
臣
宅
主
ら
を
各
道
に
分
け
て
派
遣
さ
せ
、
各
国
の
国
司
と
国
師

を
立
ち
会
わ
せ
て
土
地
選
定
や
事
業
の
進
捗
状
況
を
検
分
さ
せ
て
い
る
。
七
重
塔
・

金
堂
・
僧
坊
を
ま
ず
三
年
以
内
に
建
て
終
え
る
こ
と
が
絶
対
の
命
令
で
、
郡
司
の
な

か
に
遂
行
能
力
者
が
い
れ
ば
専
任
さ
せ
て
で
も
完
成
さ
せ
、
遂
行
で
き
た
郡
司
に
は

子
孫
末
代
ま
で
郡
領
司
の
職
を
保
証
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き

こ
と
は
、
僧
尼
を
監
督
す
る
職
務
の
国
師
も
す
で
に
着
任
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
各
国
の
寺
院
で
読
調
す
る
僧
尼
も
集
め
ら
れ
て
い
た
と
み
て
と
れ
る
。
造
寺

の
進
捗
状
況
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
れ
、
僧
尼
の
確
保
も
す
で
に
な
さ
れ
て
い
て
、

い
ず
れ
か
の
寺
で
読
調
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

条
文
は
国
司
の
責
任
を
問
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、
建
立
の
詔
が
発
布
さ
れ
た

六
年
後
に
お
い
て
も
造
寺
事
業
に
着
手
し
て
い
な
い
国
も
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
好
適
の
寺
地
を
選
定
を
し
て
、
僧
寺
と
尼
寺
を
建
て
る
広
大
な
土

地
の
整
地
作
業
、
さ
ら
に
は
堂
宇
の
基
壇
を
築
く
掘
込
み
地
業
や
版
築
の
土
木
工
事
、

礎
石
や
玉
石
ら
の
運
搬
、
屋
瓦
や
木
材
の
確
保
、
漆
工
や
絵
師
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術

を
も
つ
工
人
の
獲
得
な
ど
は
各
郡
の
郡
司
を
動
員
し
て
も
大
変
な
事
業
で
あ
り
、
短

期
の
う
ち
に
完
成
し
終
え
る
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
よ
り
九
年
後
の
「
続
日
本
紀
」
天
平
勝
宝
八
（
七
五
六
）
年
六
月
三
日
の
条
文

シ

テ

シ

テ

ヲ

ノ

ニ

セ

シ

ム

ノ

ル

ノ

ノ

ヲ

は
「
勅
遣
二
使
於
七
道
諸
国
一
。
催
斗
検
所
し
造
国
分
六
丈
仏
像
一
・
」
と
記
し
、
諸
国

で
造
仏
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。
ま
た
十
一
年
後
の
「
続
日
本
紀
』
天

二

メ

ン

カ

、

て

う

平
宝
字
二
（
七
五
八
）
年
七
月
二
十
八
日
条
は
「
為
し
令
二
朝
廷
安
寧
天
下
太
平
一
。
国

二

リ

シ

ヲ

シ

ノ

ニ

ニ

ヲ

二

ヘ

テ

別
奉
レ
写
二
金
剛
般
若
経
叶
巻
一
・
安
訓
置
国
分
僧
寺
廿
巻
。
尼
寺
十
巻
一
・
恒
副
二

二

二

ム

セ

金
光
明
最
勝
王
経
一
・
並
令
二
転
読
一
焉
・
」
と
す
る
。
僧
寺
と
尼
寺
に
置
く
金
剛
般
若
経

の
巻
数
も
決
め
ら
れ
て
両
寺
の
機
能
分
担
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
各
国
の

僧
尼
寺
の
多
く
が
竣
工
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
一
方
に
お
い
て
、
十
二
年
後
の
「
続
日
本
紀
」
天
平
宝
字
三
（
七
五
九
）
年
十
一

ス

ノ

ヲ

ノ

二

月
九
日
条
が
「
領
二
下
国
分
二
寺
図
於
天
下
諸
国
一
・
」
と
記
す
よ
う
に
、
ど
の
よ

う
な
伽
藍
絵
図
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
に
し
て
も
、
国
分
寺
を
建
立
す
る
絵

図
を
必
要
と
す
る
国
も
ま
だ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ク

ノ

ヲ

「
続
日
本
紀
」
天
平
宝
字
五
（
七
六
二
年
六
月
七
日
条
は
「
設
二
皇
太
后
周
忌
斎

ノ

ー

ノ

ハ

リ

ノ

ノ

ー

メ

ニ

ケ

ン

ガ

ヲ

ナ

リ

ル

於
阿
弥
陀
浄
土
院
一
・
其
院
者
在
二
法
華
寺
内
西
南
隅
一
・
為
し
設
二
忌
斎
一
所
し
造
也
。

ノ

ハ

テ

ニ

ラ

シ

ム

リ

ノ

ノ

其
天
下
諸
国
・
各
於
二
国
分
尼
寺
一
・
奉
レ
造
二
阿
弥
陀
丈
六
像
一
躯
。
脇
侍
菩
薩
像
ニ

ヲ

躯
一
・
」
と
記
す
。
光
明
皇
太
后
一
周
忌
の
斎
会
が
法
華
寺
内
の
西
南
隅
に
設
け
ら
れ

た
阿
弥
陀
浄
土
院
で
営
ま
れ
る
の
と
併
せ
て
、
諸
国
の
国
分
尼
寺
に
も
丈
六
の
阿
弥

陀
仏
像
一
躰
と
脇
侍
菩
薩
像
二
躰
の
造
仏
が
命
じ
ら
れ
た
。
皇
太
后
の
斎
会
と
い
う

こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
尼
寺
を
指
定
し
て
の
供
養
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
り

の
寺
が
諸
国
に
な
け
れ
ば
国
司
の
立
場
は
非
常
に
危
う
い
も
の
に
な
ろ
う
。

因
み
に
、
相
模
国
に
お
け
る
天
平
期
か
ら
天
平
宝
字
五
年
に
か
け
て
の
国
司
の
動

向
を
み
る
と
、
天
平
七
（
七
三
五
）
年
十
一
月
十
日
付
の
「
相
模
国
封
戸
租
交
易
帳
」
に

は
従
五
位
上
で
守
の
田
口
朝
臣
（
欠
名
）
、
正
六
位
上
で
介
の
栗
田
朝
臣
堅
石
、
正
六
位

上
で
橡
の
酒
波
人
麿
、
正
七
位
下
で
大
目
の
田
辺
史
広
山
、
正
八
位
下
で
少
目
の
秦

伊
美
吉
三
田
次
が
署
名
し
て
い
る
。
「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
」
で
は
、
天
平
五
年
か
ら

十
年
（
七
三
三
～
三
八
）
に
か
け
て
正
五
位
上
で
介
の
吉
田
連
宜
も
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
「
続
日
本
紀
』
天
平
十
五
（
七
四
三
）
年
六
月
三
十
日
条
で
は
秦
井
手
乙
麻
呂
が
外
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従
五
位
下
で
守
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
秦
井
手
乙
麻
呂
が
四
年
間
の
任
期
を
終
え
た

あ
と
に
「
続
日
本
紀
」
天
平
十
九
（
七
四
七
）
年
四
月
二
十
二
日
条
は
葛
井
連
諸
会
を
外

従
五
位
下
で
相
模
守
に
任
じ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
葛
井
連
諸
会
は
一

年
の
み
の
任
期
で
あ
り
、
「
中
臣
氏
系
図
』
に
よ
る
と
天
平
二
十
年
に
そ
の
後
任
と
し

て
従
五
位
下
の
中
臣
益
人
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
中
臣
益
人
は
四
年
間
の
任
期
を
終

え
て
、
「
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
四
（
七
五
二
）
年
十
一
月
三
日
の
条
で
、
従
五
位
下
の

藤
原
朝
臣
宿
奈
麻
呂
と
交
替
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
藤
原
宿
奈
麻
呂
は
そ
の
後
も
継

続
し
て
国
司
を
勤
め
て
お
り
、
「
相
模
国
司
牒
」
は
天
平
勝
宝
七
（
七
五
五
）
年
五
月
七

日
に
従
五
位
下
の
ま
ま
相
模
守
に
任
命
さ
れ
た
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
天
平
七
年
か
ら
天
平
十
八
年
ま
で
は
ほ
ぼ
四
年
間
の
任
期
で
国
司
が

交
替
し
て
い
る
が
、
天
平
十
九
年
に
任
命
さ
れ
た
葛
井
諸
会
だ
け
は
一
年
で
中
臣
益

人
と
交
替
に
な
る
。
天
平
十
九
年
の
交
替
は
聖
武
天
皇
が
国
分
寺
建
立
の
遅
れ
を
国

司
の
怠
慢
と
し
て
叱
責
し
た
詔
と
一
致
す
る
。
お
そ
ら
く
相
模
国
の
場
合
も
ま
だ
造

成
工
事
段
階
に
あ
っ
て
、
そ
の
引
責
が
も
と
で
中
臣
益
人
と
交
替
さ
せ
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
考
し
た
い
。
中
臣
益
人
と
藤
原
宿
奈
麻
呂
は
四
年
間
の
任
期
を
全
う

し
、
さ
ら
に
藤
原
宿
奈
麻
呂
だ
け
は
任
期
が
継
続
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
司
の
動
向

は
、
国
分
寺
造
営
の
進
捗
具
合
と
も
密
接
に
係
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
え
、
藤
原
宿

奈
麻
呂
を
続
投
さ
せ
た
七
五
○
年
代
は
相
模
国
分
寺
の
造
営
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
続
日
本
紀
」
を
中
心
に
し
て
、
中
央
の
記
録
に
残
さ
れ
た
国
分
寺
建
立
に
関
す

る
動
向
を
み
て
き
た
が
、
相
模
国
分
寺
の
こ
と
が
直
接
記
さ
れ
た
も
の
に
な
る
と
、

平
安
時
代
の
弘
仁
十
年
ま
で
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
類
聚
国
史
」
の
「
災
異
部
七
火
」
の
事
項
に
あ
る
弘
仁
十
（
八
一
九
）
年
二
月
十

九
日
条
の
「
相
模
国
金
光
明
寺
災
」
、
同
年
八
月
二
十
九
日
条
の
「
遠
江
。
相
模
。
飛

騨
三
国
々
分
寺
災
」
が
あ
る
。
相
模
国
分
僧
寺
の
火
災
を
伝
え
、
こ
の
記
録
が
足
上

郡
か
ら
の
国
分
寺
移
転
の
根
拠
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
遠
江
・
相
模
・
飛
騨
三
国

で
の
国
分
寺
火
災
は
、
地
震
に
よ
っ
て
起
き
た
火
災
と
み
ら
れ
て
い
る
。

「
日
本
三
代
実
録
」
元
慶
五
（
八
八
一
）
年
十
月
三
日
条
は
具
体
的
な
記
載
と
な
り
、

「
相
模
一
国
言
。
国
一
分
寺
金
色
薬
師
丈
六
像
一
躰
。
挟
侍
菩
薩
像
二
躰
。
元
慶
三
年
九

月
廿
九
日
遭
二
地
震
皆
悉
推
破
。
其
後
因
火
焼
損
。
望
請
改
造
。
以
修
二
御
願
。
又

依
二
太
政
官
去
貞
観
十
五
年
七
月
廿
八
日
符
一
。
以
二
漢
河
寺
一
為
二
国
分
尼
寺
一
。
而
同

日
地
震
。
堂
舎
頽
壊
。
請
価
レ
旧
以
二
本
尼
寺
一
。
為
二
国
分
圃
幽
画
一
。
詔
並
許
之
。
」
と

あ
る
。
条
文
中
の
「
元
慶
三
年
九
月
」
は
、
「
元
慶
二
年
九
月
」
の
誤
記
で
あ
る
。
元

慶
二
（
八
七
八
）
年
九
月
廿
九
日
に
起
き
た
地
震
で
国
分
僧
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
金
色

で
丈
六
の
薬
師
像
一
躰
と
脇
侍
菩
薩
像
二
躰
が
悉
く
壊
れ
、
そ
の
後
の
出
火
で
焼
け

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、
そ
れ
に
か
わ
る
造
仏
の
許
可
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

貞
観
十
五
（
八
七
三
）
年
七
月
廿
八
日
付
の
太
政
官
符
で
許
さ
れ
た
尼
寺
代
わ
り
の
漢

（
勇
）
河
寺
の
堂
宇
も
同
日
の
地
震
で
壊
れ
た
の
で
元
の
所
へ
尼
寺
を
戻
し
た
い
と
、

相
模
国
司
が
許
可
を
願
い
出
て
、
元
慶
五
年
十
月
三
日
に
許
さ
れ
た
と
あ
る
。

「
日
本
紀
略
」
天
慶
三
（
九
四
○
）
年
十
月
二
十
七
日
条
に
は
「
相
模
国
言
下
八
月

十
日
国
分
寺
仏
流
汗
如
レ
雨
。
同
廿
六
日
定
額
寺
大
仏
汗
下
如
レ
流
之
由
上
。
」
と
あ
り
、

異
常
気
温
の
た
め
国
分
寺
と
定
額
寺
に
安
置
さ
れ
た
仏
の
流
汗
を
不
吉
な
兆
候
と
し

て
国
司
が
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
定
額
寺
と
元
慶
五
年
の
漢
（
勇
）

河
寺
が
ど
こ
に
あ
る
寺
を
指
し
て
い
る
の
か
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
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最
初
の
相
模
国
分
寺
を
海
老
名
市
に
所
在
す
る
廃
寺
に
あ
て
る
の
か
、
そ
れ
と
も

僧
寺
と
尼
寺
が
竣
工
す
る
前
段
階
ま
で
の
天
平
十
三
年
か
ら
宝
亀
年
間
に
か
か
る
七

六
○
年
代
に
、
僧
尼
寺
の
代
わ
り
を
し
て
い
た
二
ヶ
所
の
地
方
寺
院
も
「
国
分
寺
」

と
呼
称
す
る
の
か
に
よ
っ
て
、
研
究
史
に
対
す
る
視
点
と
表
現
が
違
っ
て
く
る
。

こ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
も
聖
武
天
皇
の
詔
に
因
っ
て
建
て
ら
れ
た
寺
院
を
国
分
寺

と
し
、
僧
尼
寺
竣
工
以
前
の
国
分
寺
と
し
て
の
機
能
を
は
た
し
た
地
方
寺
院
（
氏
寺
）
ま

で
も
は
国
分
寺
と
呼
ば
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

研
究
の
初
期
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
明
治
三
十
六
年
に
永
井
健
之
輔
氏
が
僧
寺
の

礎
石
を
調
べ
て
「
古
蹟
」
に
発
表
し
た
「
相
模
国
国
分
僧
寺
」
が
あ
り
、
塔
跡
に
一

三
個
、
金
堂
跡
に
一
八
個
の
礎
石
が
残
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
（
永
井
一
九
○
三
）
。

大
正
四
年
に
は
海
老
名
尋
常
小
学
校
の
校
長
で
児
童
の
教
導
に
務
め
る
傍
ら
地
元

に
遺
存
し
て
い
る
国
分
寺
跡
の
研
究
を
進
め
て
い
た
中
山
毎
吉
氏
が
、
同
校
の
教
師

石
井
伴
七
氏
を
指
導
し
て
描
か
せ
た
横
幅
一
五
四
セ
ン
チ
、
縦
幅
一
三
○
セ
ン
チ
の

「
相
模
国
分
寺
金
堂
・
七
重
塔
之
図
」
が
御
大
典
奉
祝
記
念
に
際
し
て
制
作
さ
れ
、
教

授
資
料
に
さ
れ
た
。
塔
と
金
堂
跡
の
礎
石
の
位
置
や
礎
石
間
の
距
離
を
調
べ
あ
げ
て

建
物
の
復
元
が
試
み
ら
れ
、
そ
の
考
証
で
塔
の
心
礎
は
凸
衲
式
に
な
っ
て
い
る
と
記

し
て
あ
る
（
海
老
名
市
一
九
九
五
）
。
心
礎
が
確
認
で
き
な
い
現
在
に
お
い
て
、
貴
重

な
記
録
で
あ
る
。
伽
藍
を
「
所
謂
飛
烏
時
代
式
卜
称
ス
ル
ノ
古
制
ナ
リ
」
と
し
、
法

隆
寺
式
伽
藍
を
と
り
い
れ
た
国
分
僧
寺
と
見
倣
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
見
解
に
対
し
て
、
沼
田
頼
輔
氏
が
大
正
七
年
三
月
に
「
相
模
国
分
寺
考
附
国

二
、
相
模
国
分
寺
の
研
究
史

府
及
駅
路
考
」
を
「
歴
史
地
理
』
第
三
一
巻
第
三
号
に
発
表
し
、
「
僧
寺
が
大
安
寺

（
東
大
寺
）
式
伽
藍
配
置
を
と
ら
ず
に
法
隆
寺
式
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
も
と
も
と
国
分

寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
天
平
十
三
年
の
国
分
寺
制
が
布
か
れ
る
以

前
か
ら
既
に
建
っ
て
い
た
寺
院
を
国
分
寺
制
定
で
国
分
寺
に
昇
格
さ
れ
た
も
の
」
と

す
る
（
沼
田
一
九
一
八
）
。
こ
の
よ
う
に
、
大
正
初
年
ご
ろ
か
ら
す
で
に
国
分
僧
寺
の

伽
藍
は
東
大
寺
（
大
安
寺
）
式
で
あ
る
こ
と
が
基
本
条
件
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
古

式
の
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
は
国
分
寺
制
定
以
前
か
ら
の
氏
寺
に
よ
っ
た
も
の
と
見
倣

す
見
解
が
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

中
山
氏
は
国
分
寺
の
保
存
計
画
事
業
に
向
け
て
も
精
力
的
な
活
動
を
続
け
、
そ
の

努
力
が
実
っ
て
僧
寺
が
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
三
月
に
本
薬
師
寺
跡
・
山
田
寺
跡
・
川

原
寺
跡
・
大
官
大
寺
跡
ら
を
は
じ
め
と
し
て
、
関
東
で
は
下
野
国
薬
師
寺
跡
と
並
ん

で
国
分
寺
と
し
て
は
最
初
の
国
指
定
史
跡
に
な
る
。
大
正
十
三
年
に
は
そ
の
保
存
計

画
事
業
の
一
環
で
も
あ
っ
た
「
相
模
国
分
寺
志
」
が
矢
後
駒
吉
氏
と
中
山
の
共
著
で

海
老
名
村
か
ら
出
版
さ
れ
、
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
を
と
る
国
分
僧
寺
の
特
異
性
が
注

目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
（
矢
後
・
中
山
一
九
二
四
）
。
こ
の
『
相
模
国
分
寺
志
』

も
大
正
九
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
遅
れ
た
理
由
の
一
つ
に
八
年

ま
で
に
は
八
割
方
が
出
来
て
い
た
原
稿
の
校
閲
を
沼
田
頼
輔
氏
に
依
頼
し
た
こ
と
に

あ
る
と
み
ら
れ
る
節
を
、
沼
田
氏
が
昭
和
二
年
に
「
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
第
二

集
第
五
号
に
発
表
し
た
「
相
模
国
分
寺
に
就
い
て
の
一
考
察
」
か
ら
読
み
と
る
こ
と

が
で
き
る
（
沼
田
一
九
二
七
）
。
お
そ
ら
く
、
沼
田
と
中
山
両
氏
の
法
隆
寺
式
伽
藍
を

め
ぐ
っ
て
の
解
釈
に
調
整
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

両
氏
の
見
解
は
後
々
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
中
山
氏
は
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一Ⅱ．

「
相
模
国
分
寺
志
」
に
お
い
て
、
僧
寺
が
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
を
と
る
こ
と
の
理
由
に

「
続
日
本
紀
」
天
平
宝
字
三
年
十
一
月
九
日
条
の
「
国
分
二
寺
ノ
図
ヲ
天
下
ノ
諸
国
二

領
下
ス
」
の
条
文
を
引
い
て
、
国
分
二
寺
の
絵
図
が
全
国
に
頒
下
さ
れ
た
年
に
は
す
で

に
着
手
さ
れ
て
建
造
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
僧
寺
は
国
分
寺
建
立
の
詔

に
基
づ
い
て
七
五
九
年
以
前
に
建
造
さ
れ
て
い
た
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

…
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図1 相模国分寺復元図(文献8より転載）
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法隆寺

蕊
四天王寺

溌蕊
観世音寺

綴蕊
興福寺

霞蕊
東大寺

騨蕊
唐招提寺

嬢溺
相模国分寺

こ
れ
へ
の
反
論
が
沼
田
氏
の
昭
和
二
年
に
発
表
さ
れ
た
上
記
論
文
と
な
る
が
、
内

容
は
大
正
七
年
の
「
相
模
国
分
寺
考
附
国
府
及
駅
路
考
」
と
そ
れ
程
変
わ
ら
な
い
。

同
じ
く
昭
和
二
～
五
年
に
か
け
て
、
田
辺
泰
氏
が
塔
・
金
堂
・
講
堂
跡
に
残
さ
れ

た
礎
石
間
の
寸
法
を
測
量
し
て
伽
藍
を
復
元
し
（
図
１
）
、
そ
の
成
果
を
昭
和
六
年
の

『
建
築
雑
誌
』
五
四
七
号
に
「
相
模
国
分
寺
建
築
論
」
を
発
表
し
た
（
田
辺
一
九
三
二
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
柱
間
寸
法
は
唐
尺
を
基
準
に
し
た
設
計
で
あ
る
こ
と
、
金
堂
と
講

堂
が
同
じ
プ
ラ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
軒
丸
瓦
の
文
様
は
天
平
期
以
前
に
湖
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
あ
げ
て
、
天
平
十
三
年
の
建
立
の
詔
で
建
っ
た
国

分
寺
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
ま
た
同
年
に
、
足
立
康
氏
も
「
史
跡
名
勝
天
然
記
念

物
」
第
六
集
第
三
号
に
「
相
模
国
分
寺
堂
塔
建
立
年
代
論
」
を
発
表
し
、
田
辺
氏
の

論
考
を
支
持
し
た
う
え
で
、
塔
と
金
堂
間
の
距
離
が
著
し
く
開
い
て
い
る
こ
と
、
塔

平
面
の
柱
間
三
間
が
全
く
等
し
い
寸
法
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
金
堂
と
講
堂
の
平
面

プ
ラ
ン
は
法
隆
寺
・
四
天
王
寺
・
観
世
音
寺
・
興
福
寺
・
東
大
寺
・
唐
招
提
寺
の
金

堂
と
比
較
し
て
桁
行
幅
の
柱
間
寸
法
が
延
び
た
も
の
に
な
っ
て
築
造
の
時
期
が
新
し

い
こ
と
を
あ
げ
（
図
２
）
、
そ
の
年
代
は
天
平
期
を
湖
り
え
ず
、
奈
良
時
代
後
期
の
う
ち

で
も
決
し
て
早
い
ほ
う
で
は
な
い
と
し
、
そ
の
造
営
が
天
平
初
年
以
後
か
ら
天
平
宝

字
三
年
以
前
の
う
ち
に
な
さ
れ
た
国
分
寺
で
あ
る
と
結
論
づ
け
、
ま
た
国
府
も
国
分

寺
付
近
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
解
釈
で
あ
ろ
う
と
す
る
（
足
立
一
九
三
一
）
。

図2金堂平面の変化

（文献9より転載）
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田
辺
・
足
立
両
氏
が
建
築
学
の
立
場
か
ら
相
模
国
分
僧
寺
の
創
建
年
代
を
論
じ
た

も
の
で
あ
る
が
、
相
模
国
分
寺
研
究
史
の
う
え
で
一
九
三
一
年
の
画
期
的
な
研
究
と

し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

天
平
宝
字
三
年
よ
り
以
前
に
造
営
さ
れ
た
こ
と
で
、
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
を
と
る

の
で
あ
れ
ば
、
東
大
寺
式
伽
藍
配
置
に
よ
る
上
野
国
分
僧
・
尼
寺
、
下
野
国
分
僧
・

尼
寺
、
武
蔵
国
分
僧
・
尼
寺
よ
り
以
前
に
着
手
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
か
。
そ

れ
と
も
東
大
寺
式
伽
藍
と
並
ぶ
時
期
の
着
工
で
あ
り
な
が
ら
も
相
模
国
分
僧
寺
だ
け

が
東
大
寺
式
伽
藍
配
置
を
と
ら
ず
に
な
ぜ
法
隆
寺
式
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
説
明
が

必
要
と
さ
れ
る
。

昭
和
十
三
年
に
角
田
文
衛
氏
の
監
修
で
刊
行
さ
れ
た
「
国
分
寺
の
研
究
」
で
は
、

「
相
模
国
分
寺
」
を
受
け
も
っ
た
赤
星
直
忠
氏
が
、
「
相
模
国
分
寺
志
」
を
引
用
し
つ

つ
も
「
都
か
ら
の
文
化
の
伝
播
が
遅
い
東
国
に
あ
っ
て
は
国
分
寺
を
創
建
す
る
に
あ
た

っ
て
計
画
さ
れ
た
当
時
の
伽
藍
は
法
隆
寺
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
横
須
賀
市
の

宗
元
寺
も
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
を
と
り
な
が
ら
も
遺
瓦
が
奈
良
時
代
と
思
わ
れ
る
の

は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
、
国
分
僧
寺
が
完
成
に
向
か
っ
て
努
力
し
て

い
た
時
に
新
し
い
形
式
の
大
安
寺
式
伽
藍
配
置
図
が
配
布
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と

す
る
（
赤
星
一
九
三
八
）
。
す
な
わ
ち
、
赤
星
氏
も
中
山
氏
と
同
じ
考
え
に
立
つ
の
で

あ
る
が
、
東
国
で
の
天
平
期
段
階
ま
で
の
寺
院
建
築
は
旧
来
の
法
隆
寺
式
か
法
起
寺

式
伽
藍
で
あ
っ
た
と
み
て
お
り
、
宗
元
寺
も
奈
良
時
代
の
法
隆
寺
式
伽
藍
で
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
海
老
名
市
所
在
の
国
分
僧
寺
が
法
隆
寺
式
伽
藍
で
あ
る
こ
と
は
天
平
十
三

年
よ
り
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
豪
族
の
氏
寺
で
あ
っ
て
、
最
初
の
国
分
寺
は
小
田

原
市
に
あ
る
千
代
廃
寺
と
す
る
説
が
昭
和
一
○
年
代
後
半
に
唱
え
ら
れ
始
め
る
。
そ

の
初
期
の
も
の
が
石
野
瑛
氏
主
催
の
「
郷
土
神
奈
川
』
で
あ
り
、
昭
和
十
八
年
発
行

の
第
二
巻
第
一
二
号
で
「
相
模
飯
泉
観
音
」
の
特
集
号
を
組
み
、
ま
ず
堤
雄
半
氏
が

描
く
〔
天
平
時
代
相
模
国
分
寺
及
飯
泉
観
音
堂
（
東
院
堂
）
想
像
復
原
図
〕
を
巻
頭
カ

ラ
ー
で
飾
り
、
そ
の
「
飯
泉
観
音
之
立
禮
観
」
を
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
加
藤
誠
夫

氏
の
「
千
代
観
音
と
弓
削
道
鏡
開
關
の
勝
福
寺
」
、
赤
星
直
忠
氏
の
「
勝
福
寺
の
古
瓦

を
尋
ね
て
」
ら
を
集
録
す
る
（
神
奈
川
県
郷
士
研
究
会
一
九
四
三
）
。
復
元
の
も
と
に

な
る
堤
氏
の
考
え
は
、
「
万
葉
集
」
に
載
せ
ら
れ
た
相
模
の
選
歌
を
み
る
と
、
足
柄
を

歌
っ
た
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
足
柄
が
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
、
文
化
的
に
優
れ
た
足
柄
に
国
府
が
置
か
れ
た
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
国
府
の

近
く
に
国
分
寺
が
置
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
国
分
寺
を
千
代
台
地
に
あ
る
廃
寺
に

当
て
る
の
で
あ
る
。
復
元
さ
れ
た
天
平
時
代
の
国
分
寺
図
は
東
大
寺
式
伽
藍
配
置
と

な
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
加
藤
氏
は
千
代
廃
寺
の
伽
藍
を
法
隆
寺
式
に
復

元
し
て
奈
良
朝
前
期
と
推
定
し
て
い
る
。
な
ぜ
か
加
藤
氏
の
千
代
廃
寺
法
隆
寺
式
伽

藍
配
置
案
は
そ
の
後
も
採
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
実
証
を
欠
い
た
ま

ま
千
代
廃
寺
Ⅱ
東
大
寺
式
伽
藍
の
既
成
概
念
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
千
代
廃
寺
Ⅱ
東
大
寺
式
伽
藍
の
想
定
は
、
昭
和
二
十
八
年
発
行
の
「
神

奈
川
県
文
化
財
調
査
報
告
」
第
二
○
集
に
石
野
瑛
氏
が
発
表
し
た
「
湘
西
酒
匂
平
野

地
域
の
遺
蹟
・
史
蹟
と
文
化
財
」
に
若
干
の
除
加
筆
を
し
て
再
録
し
た
昭
和
三
十
六

年
出
版
の
「
神
奈
川
県
大
観
湘
西
・
湘
北
」
で
の
「
五
、
千
代
古
刹
阯
（
千
代
観
音
）

の
考
察
」
や
「
六
、
千
代
遺
跡
調
査
の
継
続
」
か
ら
も
窺
え
る
（
石
野
一
九
五
三

一
九
六
一
）
。
こ
の
千
代
廃
寺
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
大
岡
実
・
三
上
次
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男
・
赤
星
直
忠
・
石
野
瑛
氏
を
委
員
に
し
た
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
数
箇
所
に
ト
レ

ン
チ
が
入
れ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
伽
藍
の
状
態
ま
で
を
確
定
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
石
野
氏
は
、
堤
氏
の
想
像
復
元
や
沼
田
氏
以
来
の
「
建

立
の
詔
で
建
っ
た
国
分
寺
は
大
安
寺
（
東
大
寺
）
式
伽
藍
配
置
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
す
る
考
え
に
影
響
さ
れ
て
か
、
地
名
に
基
づ
き
な
が
ら
東
大
寺
式
伽
藍
配
置
を
前

提
に
し
た
建
物
群
の
配
列
が
復
元
さ
れ
（
図
３
）
、
千
代
廃
寺
を
国
分
寺
と
み
る
考
え

に
傾
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

汽

三

島

社

（

〕

内

は

今

の

呼

称

一

果

閂

~ ~■■■

（
彌
勒
畑
）
（
観
音
屋
敷
）

噂
〃
閲
観
音
堂

彌

勒

堂

圭

宋

院

ｔ

９

Ｊ

Ｆ

（
四
方
坂
）

筐ヨ

筐ヨ

總

門
炉

一

一

中

口

睡

阿

１

、

西

門
ﾛ’日

（
四
方
坂
）
（
だ
』
唾
避

（
四
方
坂
）

Ⅳ
ｉ
″
上

ー

図3千代古刹伽藍配置想定図(文献12より転載）

で
は
東
大
寺
式
伽
藍
配
置
を
と
る
千
代
廃
寺
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
出
土
し

た
瓦
類
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
調
査
員
で
あ
っ
た
沢
村

仁
・
月
輪
時
房
両
氏
か
ら
「
千
代
遺
跡
出
土
の
瓦
に
つ
い
て
」
の
報
文
を
昭
和
三
十

四
年
に
受
け
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
出
土
し
て
く
る
軒
丸
瓦
と
軒
平
瓦
は
大
き

く
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
重
圏
縁
複
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
と
重
弧
文
軒
平
瓦
、

珠
文
縁
複
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
と
葡
萄
唐
草
文
軒
平
瓦
、
珠
文
縁
重
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦

と
飛
雲
文
軒
平
瓦
に
よ
る
三
組
で
あ
り
、
最
初
の
も
の
が
八
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
ま

で
、
あ
と
の
二
組
が
奈
良
後
期
中
頃
か
ら
平
安
初
期
ま
で
の
間
と
さ
れ
て
い
る
の
で

（
註
２
）

あ
る
。
石
野
氏
が
瓦
類
に
国
分
寺
創
建
期
以
前
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
承
知
で

『
神
奈
川
県
大
観
湘
西
・
湘
北
」
を
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
氏
寺
を
転
用
し
て
国

分
寺
に
昇
華
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
東
大
寺
式
伽
藍
の
千
代
廃
寺
が
国
分

寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
時
点
で
古
い
時
期
の
瓦
類
も
併
用
し
た
と
考
え
た
の
か
は
、

よ
く
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
頃
の
風
潮
を
よ
く
伝
え
て
い
る
も
の
に
、
石
田
茂
作
氏
が
昭
和
三
十
四
年
に

著
し
た
「
東
大
寺
と
国
分
寺
」
が
あ
る
。
「
相
模
国
分
寺
は
回
廊
内
西
に
塔
、
東
に
金

堂
を
配
し
た
法
隆
寺
式
で
あ
っ
て
、
こ
れ
だ
け
が
他
の
国
分
寺
伽
藍
の
配
置
と
異
な

っ
て
い
る
の
で
不
審
が
ら
れ
て
い
た
が
、
近
時
、
国
府
津
近
く
の
千
代
廃
寺
こ
そ
が

国
分
寺
で
あ
ろ
う
と
の
説
が
あ
り
、
そ
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
」

と
注
釈
し
て
い
る
こ
と
で
も
窺
い
知
れ
よ
う
（
石
田
一
九
五
九
）
。

こ
の
よ
う
に
国
分
寺
説
が
海
老
名
市
と
小
田
原
市
と
に
分
か
れ
て
対
峠
し
て
い
た

な
か
で
、
昭
和
四
十
年
に
は
大
岡
実
氏
を
団
長
と
す
る
海
老
名
町
と
県
と
の
合
同
調

査
団
が
結
成
さ
れ
、
一
○
○
○
分
の
一
の
地
形
図
、
二
○
○
分
の
一
の
遺
跡
全
域
図
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の
作
成
が
な
さ
れ
て
、
塔
と
金
堂
の
中
心
間
の
距
離
が
約
八
○
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
塔

と
金
堂
の
建
物
外
側
か
ら
等
距
離
の
位
置
で
講
堂
の
中
央
を
通
る
南
北
線
が
交
わ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
伽
藍
中
軸
線
に
沿
っ
て
南
北
方
向
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し

て
、
南
大
門
、
中
門
、
南
回
廊
、
講
堂
、
僧
坊
、
後
方
建
物
の
位
置
を
発
掘
し
た
。

こ
の
調
査
成
果
を
う
け
て
、
昭
和
四
十
一
・
四
十
二
年
に
は
文
化
庁
の
前
身
で
あ
る

文
化
財
保
護
委
員
会
が
発
掘
を
行
い
、
南
大
門
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、

中
門
跡
と
東
回
廊
跡
、
塔
跡
の
基
壇
半
分
と
そ
の
周
辺
、
金
堂
跡
の
南
西
隅
、
講
堂

西
辺
と
講
堂
の
東
側
に
付
く
回
廊
跡
、
築
地
跡
、
僧
坊
跡
の
中
央
部
分
、
僧
坊
の
後

方
に
く
る
北
方
建
物
の
一
部
を
調
査
し
た
（
図
４
）
。

こ
の
発
掘
調
査
の
報
告
は
、
昭
和
五
十
三
年
刊
行
の
『
神
奈
川
県
文
化
財
図
鑑
史

跡
名
勝
天
然
記
念
物
篇
」
に
収
め
ら
れ
た
大
岡
実
氏
の
「
国
史
跡
相
模
国
分
寺
」

ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
（
大
岡
一
九
七
八
）
。
し
か
し
、
岡
田
茂
弘
氏
が
昭
和
四
十

二
年
の
「
古
美
術
三
八
号
に
「
相
模
国
分
寺
を
掘
る
」
と
題
し
て
調
査
の
概
要
と

見
解
を
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
田
辺
泰
博
士
は
建
物
の
基
準
尺
を
天
平
尺

と
さ
れ
た
が
、
塔
跡
・
回
廊
跡
な
ど
を
精
密
に
実
測
し
て
み
る
と
、
三
○
な
い
し
三

○
・
二
セ
ン
チ
を
一
尺
と
し
た
基
準
で
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
い
わ

ゆ
る
天
平
尺
よ
り
も
、
む
し
ろ
平
安
時
代
の
尺
度
に
近
い
。
さ
ら
に
創
建
時
に
使
用

さ
れ
た
軒
丸
瓦
の
文
様
は
下
総
国
分
寺
の
創
建
軒
丸
瓦
の
簡
略
形
式
と
も
考
え
ら
れ

る
も
の
で
、
軒
平
瓦
の
文
様
も
唐
草
文
の
巻
き
が
著
し
く
、
到
底
奈
良
時
代
中
期
と

は
認
め
難
い
。
こ
う
し
た
諸
点
か
ら
す
る
と
、
相
模
国
分
寺
の
完
成
は
他
の
国
分
寺

に
較
べ
て
か
な
り
遅
れ
、
奈
良
時
代
末
期
な
い
し
平
安
時
代
初
期
に
及
ん
だ
と
考
え

る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、
創
建
の
年
代
を
奈
良
時
代
末
期
な
い
し
平
安
時

代
初
期
と
み
た
の
で
あ
る
（
岡
田
一
九
六
七
）
。

僧
寺
出
土
の
創
建
期
に
あ
た
る
珠
文
縁
単
弁
五
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
と
均
整
唐
草
文

軒
平
瓦
の
年
代
観
に
つ
い
て
は
、
「
神
奈
川
県
文
化
財
図
鑑
」
の
「
国
史
跡
相
模
国

分
寺
」
で
出
土
遺
物
を
受
け
も
っ
た
町
田
章
氏
も
「
奈
良
末
か
ら
平
安
初
め
」
と
し
て

い
る
。
だ
が
、
僧
坊
出
土
の
土
師
器
に
つ
い
て
は
奈
良
時
代
と
し
、
建
物
の
年
代
が

奈
良
時
代
に
比
定
で
き
る
重
要
な
根
拠
に
な
る
と
す
る
。

塔
・
回
廊
跡
の
基
準
尺
や
出
土
瓦
か
ら
創
建
年
代
を
奈
良
時
代
末
な
い
し
平
安
時

代
初
期
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
六
年
発
行
の
「
神
奈
川
県
史
通
史
編
１
』

で
、
竹
内
理
三
氏
は
「
相
模
国
分
寺
志
」
や
「
神
奈
川
県
文
化
財
図
鑑
」
を
引
用
し

つ
つ
「
海
老
名
市
国
分
に
あ
る
寺
院
跡
を
国
分
僧
寺
と
尼
寺
に
あ
て
る
こ
と
に
異
論

は
な
い
。
し
か
し
、
僧
寺
が
天
平
よ
り
古
い
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
を
と
っ
て
、
白
鳳

期
様
式
の
瓦
が
出
土
す
る
こ
と
。
武
蔵
国
の
よ
う
に
郡
郷
を
総
動
員
し
て
建
て
た
こ

と
を
示
す
郡
名
瓦
が
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
来
は
個
人
的
な
寺
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
天
平
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
壬
生
氏
の
氏
寺
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る

伽
藍
内
に
、
国
分
寺
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
七
重
塔
を
建
立
し
て
国
分
僧
寺
と
し
た
」

の
で
あ
り
、
「
尼
寺
は
、
天
平
の
詔
に
よ
っ
て
新
た
に
起
工
さ
れ
た
も
の
」
と
推
考
す

る
（
竹
内
一
九
八
二
。
こ
う
し
た
解
釈
に
た
つ
な
ら
ば
、
国
分
寺
建
立
の
詔
勅
が
出

さ
れ
た
時
点
で
は
氏
寺
に
七
重
塔
、
そ
し
て
新
た
に
尼
寺
を
建
て
れ
ば
よ
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。
は
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
対
応
で
済
ま
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

問
題
は
僧
寺
と
尼
寺
に
葺
か
れ
た
創
建
期
瓦
が
ど
こ
で
生
産
さ
れ
、
そ
の
時
期
が
い

つ
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
解
決
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
を
と
る
相

模
国
分
僧
寺
の
建
立
年
代
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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図5瓦尾根窯跡配置図(文献17より転載）

ｉ
；
も

し

3

0 20cm

図6瓦尾根窯跡出土軒平瓦(文献17より転載）

こ
う
し
た
瓦
の
生
産
窯
や
年
代
と
関
連
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
大
川
清
氏
が

一
○
年
来
の
歳
月
を
か
け
て
調
査
し
て
き
た
東
京
都
町
田
市
所
在
の
相
模
国
分
寺
専

用
瓦
窯
の
「
瓦
尾
根
瓦
窯
跡
」
を
刊
行
し
て
い
る
。

瓦
尾
根
瓦
窯
跡
で
は
四
基
の
ロ
ス
ト
ル
式
窯
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
（
図
５
）
、
南
側

の
一
・
二
号
窯
か
ら
北
側
の
三
・
四
号
窯
へ
と
二
基
単
位
で
操
業
さ
れ
た
と
す
る
。

煙
道
側
の
テ
ラ
ス
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
窯
で
用
い
た
水
溜
め
用
の
ピ
ッ
ト
が
設
け
ら
れ
、

さ
ら
に
三
号
窯
の
前
庭
部
に
は
瓦
組
の
カ
マ
ド
が
あ
る
。
初
期
操
業
の
一
・
二
号
窯

は
、
ま
ず
一
号
窯
だ
け
が
当
初
は
害
窯
に
な
っ
て
い
て
、
ロ
ス
ト
ル
式
用
に
築
造
す

る
た
め
の
瓦
材
を
焼
い
て
か
ら
ロ
ス
ト
ル
式
窯
に
改
築
さ
れ
た
み
ら
れ
る
も
の
で
、

最
初
は
構
築
資
材
確
保
の
窯
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
文
様
瓦
に
は
扁
行
唐

草
文
軒
平
瓦
（
図
６
１
１
．
２
）
と
均
正
唐
草
文
軒
平
瓦
（
図
６
１
３
）
の
二
種
が

出
土
し
、
前
者
の
扁
行
唐
草
文
軒
平
瓦
は
国
分
尼
寺
に
供
給
さ
れ
て
い
て
、
後
者
は

僧
寺
と
尼
寺
の
両
寺
か
ら
出
土
す
る
も
の
で
あ
る
。
軒
平
瓦
や
平
瓦
は
す
べ
て
一
枚

作
り
の
縄
目
叩
き
に
よ
る
も
の
で
、
国
分
寺
専
用
に
焼
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
そ
の
生
産
時
期
を
窯
構
造
が
ロ
ス
ト
ル
式
平
窯
で
あ
る
こ
と
か
ら

平
安
時
代
と
し
、
年
代
を
渡
辺
直
経
氏
が
三
号
窯
で
試
み
た
熱
残
留
磁
気
測
定
結
果

の
九
五
○
年
こ
ろ
と
出
た
数
値
も
考
慮
に
い
れ
て
、
渡
辺
博
士
の
研
究
成
果
に
近
い

十
世
紀
前
半
頃
の
操
業
で
は
な
か
っ
た
か
と
す
る
（
大
川
一
九
六
九
）
。

僧
寺
に
お
け
る
岡
田
茂
弘
氏
や
町
田
章
氏
の
創
建
期
瓦
に
対
す
る
年
代
観
、
国
分

寺
専
用
瓦
窯
と
し
て
の
瓦
尾
根
瓦
窯
の
年
代
観
か
ら
す
る
と
、
僧
寺
の
創
建
は
早
く

て
も
奈
良
時
代
末
か
平
安
時
代
初
期
、
尼
寺
は
扁
行
唐
草
文
軒
平
瓦
を
い
つ
の
時
期

に
み
る
か
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
が
、
平
安
時
代
と
し
か
み
れ
な
く
な
っ
て
く
る
。
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発
せ
ら
れ
た
天
平
九
年
に
伽
藍
の
新
設
が
進
め
ら
れ
、
七
重
塔
に
は
金
光
明
最
勝
王

経
が
安
置
さ
れ
て
国
分
寺
と
し
て
の
造
営
が
行
わ
れ
た
」
と
し
、
「
千
代
台
廃
寺
を

し
か
し
、
天
平
期
以
前
の
瓦
で
は
な
い
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
五
年
に
な
る
と
、
前
場
幸
治
氏
が
千
代
廃
寺
国
分
寺
説
を
受
け
継
い
で

千
代
台
の
初
期
国
分
寺
を
経
て
の
ち
海
老
名
へ
の
移
転
説
を
「
古
瓦
を
追
っ
て
ｌ
相

模
国
分
寺
千
代
台
廃
寺
考
』
で
展
開
さ
せ
る
。
そ
こ
で
の
「
初
期
相
模
国
分
寺
考
」

は
「
千
代
台
廃
寺
は
朝
廷
の
政
教
一
致
政
策
と
し
て
最
初
に
国
分
寺
造
営
の
詔
勅
が

僧
寺
と
し
た
場
合
に
、
八
○
○
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
北
側
を
尼
寺
の
所
在
地
と
考
え
た

い
」
（
ｌ
線
は
筆
者
）
と
す
る
。
す
な
わ
ち
僧
寺
と
尼
寺
の
建
立
を
前
提
に
し
て
、
そ

の
僧
寺
伽
藍
を
図
７
で
示
す
東
大
寺
式
に
す
る
。
石
野
瑛
氏
の
想
定
伽
藍
（
図
３
）
と

移
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
す
る
（
前
場
一
九
八
○
）
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十
九
年
に
前

場
氏
が
著
し
た
「
国
分
寺
古
瓦
拓
本
集
巻
一
相
模
篇
」
で
は
、
「
初
期
相
模
国
分
寺

と
し
て
の
千
代
台
廃
寺
」
「
千
代
台
廃
寺
と
海
老
名
国
分
寺
と
の
相
違
点
」
「
海
老
名

大
寺
の
国
分
寺
昇
格
」
の
項
目
を
設
け
て
、
千
代
台
廃
寺
と
海
老
名
国
分
寺
と
を
比

較
し
た
場
合
で
の
千
代
台
廃
寺
が
国
分
寺
と
し
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
理
由
と

は
塔
や
僧
坊
の
配
置
が
異
な
る
も
の
の
、
北
向
き
に
な
っ
た
中
門
・
金
堂
・
講
堂
の

推
定
位
置
に
そ
れ
程
の
違
い
は
な
い
。
そ
し
て
「
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
が
、

延
暦
二
十
一
（
八
○
二
）
年
四
月
十
九
日
の
富
士
山
の
大
噴
火
に
は
じ
ま
り
、
弘
仁
年
間

の
噴
火
活
動
と
地
震
、
弘
仁
十
（
八
一
九
）
年
の
火
災
で
消
滅
し
た
。
再
建
へ
向
け
て
の

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
余
力
も
な
く
、
さ
し
た
る
損
害
も
な
か
っ
た
海
老
名
の
大
寺
へ

し
て
「
ほ
と
ん
ど
の
国
分
寺
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
伽
藍
配
置
が
東
大
寺

輝
榊
試
弥
匪
罐
詰
鰄
毒
鋤
宰
維
註
語
勢
計
理
地
岬
嗣
癖
嶮
恥
峰
心
唖
岼
剰
地
峨
却

式

よ

寺
略
し
な
い
こ
と
」
を
あ
げ
た
う
え
で
、
海
老
名
の
寺
は
「
僧
寺
が
飛
鳥
期
の
法

大

献

凍
位
隆
寺
式
伽
藍
で
、
千
代
台
廃
寺
よ
り
も
古
い
形
式
で
あ
る
こ
と
。
し
か
し
、

置配
尼
寺
は
東
大
寺
式
伽
藍
配
置
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
出
土
瓦
は
す
べ
て
が
平

藍諦
安
時
代
初
期
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
湖
る
古
い
瓦
は
な
い
こ
と
。
そ

罐
こ
へ
供
給
し
た
瓦
窯
も
平
安
期
で
あ
る
」
と
し
、
最
初
の
国
分
寺
は
千
代
台

称
廃
寺
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
（
前
場
一
九
八
四
）
。

７

こ
う
し
た
考
え
に
瓦
尾
根
瓦
窯
や
僧
寺
創
建
期
瓦
の
年
代
観
も
作
用
し
て

図

い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
を
省
み
る
と
、
法
隆
寺
式
伽
藍

の
特
殊
性
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
、
な
ぜ
法
隆
寺
式
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
地
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域
的
な
特
質
が
薄
ら
い
で
い
る
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。
前
場
氏
の
考
え
方
か
ら

す
る
と
、
尼
寺
比
定
地
に
対
す
る
根
拠
が
よ
わ
く
、
東
大
寺
式
伽
藍
の
千
代
台
廃
寺

と
と
も
に
尼
寺
も
造
営
さ
れ
て
い
た
と
は
礎
石
ら
が
確
認
で
き
な
い
現
状
で
は
到
底

思
え
な
い
。
仮
に
弘
仁
十
年
の
火
災
で
消
滅
し
、
海
老
名
へ
移
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

氏
寺
か
ら
昇
格
し
た
僧
寺
の
北
方
に
尼
寺
が
弘
仁
十
年
以
後
の
造
営
を
経
て
国
分
寺

と
し
て
の
体
裁
が
整
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
解
釈
に
は
竹
内
理
三
氏

と
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
は
た
し
て
尼
寺
の
創
建
が
八
一
九
年
ま
で
く
だ

る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
問
題
が
移
っ
て
く
る
。

弘
仁
十
年
を
目
安
に
し
て
、
「
日
本
三
代
実
録
」
元
慶
五
（
八
八
一
）
年
十
月
三
日
の

条
文
を
検
討
し
た
場
合
に
、
尼
寺
は
八
七
三
年
に
は
す
で
に
地
震
で
倒
壊
し
て
漢
河

寺
へ
移
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
漢
河
寺
も
元
慶
二
（
八
七
八
）
年
九
月
の
地
震

で
堂
宇
が
こ
と
ご
と
く
破
損
し
て
し
ま
い
、
尼
寺
を
も
と
の
旧
地
へ
戻
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
た
状
況
か
ら
推
考
す
る
と
、
弘
仁
十
年
か
ら
着
工
し
た
場
合
の
建
造
期
間
、

そ
の
完
成
か
ら
建
物
群
が
地
震
で
倒
壊
し
た
の
ち
に
漢
河
寺
へ
移
転
し
、
さ
ら
に
そ

の
漢
河
寺
も
八
七
八
年
の
地
震
で
破
損
し
て
旧
地
へ
戻
っ
て
の
再
建
と
な
る
。
こ
う

し
た
事
象
を
考
え
る
と
、
期
間
が
短
す
ぎ
て
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

「
国
分
寺
古
瓦
拓
本
集
巻
一
相
模
篇
』
が
出
版
さ
れ
た
翌
年
の
昭
和
六
十
年
、
坪

井
清
足
氏
が
「
飛
鳥
の
寺
と
国
分
寺
」
の
な
か
で
「
相
模
国
分
寺
を
掘
る
」
と
題
し

て
昭
和
四
十
～
四
十
二
年
ま
で
の
僧
寺
発
掘
の
成
果
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
な

か
で
、
岡
田
茂
弘
氏
が
「
古
美
術
』
に
発
表
し
た
見
解
と
は
微
妙
に
異
な
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
て
注
意
を
ひ
く
。
ま
ず
「
建
物
に
使
用
し
た
尺
度
は
一
尺
三
○
な
い

し
三
○
．
五
セ
ン
チ
の
も
の
で
、
田
辺
泰
が
推
定
し
た
天
平
尺
使
用
説
は
支
持
で
き

る
」
と
し
、
岡
田
氏
の
「
天
平
尺
よ
り
も
む
し
ろ
平
安
時
代
の
尺
度
に
近
い
」
と
す

る
の
と
「
天
平
尺
で
よ
い
」
と
す
る
点
と
は
、
両
者
に
見
解
の
齪
酪
を
き
た
し
て
い

る
。
ま
た
足
立
康
氏
の
「
相
模
国
分
僧
寺
金
堂
の
構
造
は
梁
間
に
対
し
て
桁
行
幅
が

延
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
大
寺
や
唐
招
提
寺
よ
り
も
時
期
的
に
新
し
い
」
と
す
る

見
解
に
つ
い
て
も
「
建
築
史
家
足
立
康
が
考
え
た
八
世
紀
半
ば
以
降
と
す
る
説
も
そ
の

後
の
調
査
研
究
で
ほ
ぼ
正
し
い
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
法

隆
寺
式
伽
藍
配
置
の
僧
寺
も
「
こ
こ
四
○
年
に
近
い
各
地
の
国
分
寺
の
発
掘
調
査
か
ら

す
れ
ば
、
国
分
寺
と
し
て
何
ら
問
題
は
な
い
。
こ
れ
を
国
分
寺
跡
と
す
る
説
を
疑
う

根
拠
は
な
く
な
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
」
と
結
ん
で
い
る
（
坪
井
一
九
八
五
）
・

坪
井
氏
は
海
老
名
市
に
あ
る
相
模
国
分
僧
寺
や
尼
寺
を
国
分
寺
建
立
の
詔
で
建
っ
た

寺
院
と
み
て
お
り
、
そ
の
創
建
期
に
つ
い
て
も
八
世
紀
半
ば
以
降
と
す
る
見
解
に
賛

意
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
受
け
と
れ
る
。

昭
和
六
十
年
代
以
降
に
な
る
と
、
大
規
模
開
発
に
伴
っ
て
寺
院
や
周
辺
の
集
落
遺

跡
を
含
ん
だ
発
掘
調
査
が
多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
遺
跡
間
相
互
の
関
連
性
が

注
目
さ
れ
て
は
じ
め
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
と
り
わ
け
遺
跡
や
遺
構
の
実
年
代
を
決

め
る
指
標
と
し
て
の
土
器
年
代
観
が
先
決
の
課
題
と
な
り
、
在
地
産
土
師
器
と
須
恵

器
を
中
心
と
し
た
セ
ッ
ト
の
編
年
を
組
ん
で
、
さ
ら
に
須
恵
器
の
年
代
観
か
ら
得
ら

れ
る
窯
跡
で
の
瓦
と
の
関
連
を
把
握
し
て
寺
院
の
創
建
年
代
を
探
る
試
み
が
活
発
化

し
て
い
っ
た
。
相
模
国
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
昭
和
五
十
八
年
に
奈
良
・
平
安
時
代

を
中
心
に
し
た
南
武
蔵
や
北
武
蔵
で
の
窯
跡
出
土
の
須
恵
器
編
年
、
相
模
・
南
武

蔵
・
甲
斐
・
東
駿
河
地
域
で
の
集
落
出
土
の
土
器
編
年
を
検
討
し
た
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
奈
良
・
平
安
時
代
土
器
の
諸
問
題
ｌ
相
模
国
と
周
辺
地
域
の
様
相
ｌ
」
は
、
そ
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の
先
駆
け
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
（
神
奈
川
考
古
同
人
会
一
九
八
三
）
。

古
瓦
に
関
し
た
研
究
は
河
野
一
也
氏
が
道
を
ひ
ら
き
、
ま
ず
昭
和
六
十
三
年
に
鎌

倉
市
千
葉
地
東
遺
跡
出
土
古
瓦
の
分
析
を
と
お
し
て
、
下
寺
尾
系
、
石
井
系
、
法
塔

系
、
乗
越
系
、
瓦
尾
根
系
、
国
分
寺
型
（
の
ち
の
公
郷
瓦
窯
系
）
が
存
在
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
（
國
平
・
河
野
一
九
八
八
）
。
さ
ら
に
僧
寺
と
尼
寺
出
土
の
瓦
も
分
析

し
て
、
翌
年
に
は
そ
の
結
果
を
関
東
古
瓦
研
究
会
で
発
表
し
て
い
る
。
な
か
で
も
注

目
さ
れ
る
の
が
、
僧
寺
の
創
建
期
瓦
に
は
足
上
郡
の
か
ら
さ
わ
瓦
窯
製
品
を
若
干
含

み
な
が
ら
御
浦
郡
の
法
塔
・
乗
越
・
公
郷
瓦
窯
系
の
も
の
が
主
体
を
な
し
て
お
り
、

生産瓦窯

文様瓦'道具瓦
尼寺僧寺

↑
１
１
僧
寺
公
郷
系
（
三
浦
郡
）
Ｉ
↓

類

二

。

小

乗

越

系

（

三

浦

郡

〉

↓

Ｉ
か
ら
さ
わ
系
（
足
上
郡
）
‐
１
１
↓

創
建
期
郡
雑
報
》
幅
鯉
半
期
内

露
側
糺

州
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
尼
寺
不
明
１
１
１
１
↓

鯵1－－－~ ’
'一一一一・類

し
ジン〆

I類

’再
建
期
淋
躍
根
等
哩
四
半
期
内

圭一‐一

’
僧
・
尼
寺
瓦
尾
根
系

II

類

鰯‘
〃‐ II

類 武
蔵
国

武

蔵

国

４
１
１
１
ｌ
南
多
摩
系
１
１
１
↓

補
修
期
貞
観
擢
捕

珠
文
縁
単
弁
五
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
と
均
正
唐
草
文
軒
平
瓦
の
文
様
瓦
は
公
郷
瓦
窯
で

生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
創
建
に

あ
た
っ
て
の
僧
寺
屋
瓦
は
、
尼
寺
と
違
っ
て
、
三
浦
半
島
で
生
産
さ
れ
て
供
給
さ
れ

た
こ
と
を
究
明
し
た
点
で
も
評
価
さ
れ
る
（
河
野
一
九
八
九
）
。

創
建
期
に
お
い
て
、
尼
寺
の
屋
瓦
は
瓦
尾
根
瓦
窯
か
ら
、
僧
寺
は
御
浦
郡
か
ら
の

供
給
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
僧
寺
の
平
瓦
は
桶
巻
き

作
り
に
よ
る
小
札
（
模
骨
）
痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
を
若
干
含
み
な
が
ら
も
一
枚
作
り

に
よ
っ
た
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
現
象
を
捉
え
て
、
平
成
二
・
三
年
に
は
筆
者
が

部
分
を
占
め
て
い
る
現
象
を
捉
え
て
、
平
成
二
・
三
年
に
は
筆
者
が

文
様
瓦
な
し

文
様
瓦
な
し

南
関
東
地
方
に
お
い
て
桶
巻
き
作
り
と
一
枚
作
り
の
技
術
的
な

転
換
期
が
い
つ
起
き
る
の
か
を
須
恵
器
と
瓦
を
同
時
に
併
焼
し

た
窯
跡
の
資
料
か
ら
検
討
し
て
、
相
模
国
分
僧
寺
と
尼
寺
創
建

癖
期
瓦
の
年
代
を
導
き
出
す
こ
と
に
し
た
（
國
平
一
九
九
○
・
一

りょ
九
九
一
）
。
そ
の
結
果
、
両
技
法
の
変
換
が
国
分
寺
の
建
立
期

５２銅
に
あ
る
八
世
紀
中
葉
前
後
ご
ろ
を
境
に
し
て
起
き
た
現
象
で
あ

階
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
相
模
国
分
僧
寺
は
周
辺
の
集
落
遺

段蠕
跡
に
持
ち
込
ま
れ
た
僧
寺
使
用
瓦
と
住
居
内
土
器
と
の
共
伴
関

諏
係
か
ら
七
六
○
～
八
○
年
代
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と

走
し
、
尼
寺
の
造
営
は
僧
寺
よ
り
も
遅
れ
て
七
八
○
年
代
と
み
た

国

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
僧
尼
寺
の
遺
構
に
は
二
度
な
い
し
三
度

８図
の
改
修
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
三
時
期
で
の
文
様
瓦
の
変
遷

を
考
え
、
そ
の
最
終
段
階
を
両
寺
と
も
瓦
尾
根
瓦
窯
産
の
珠

文
縁
単
弁
六
葉
蓮
華
文
軒
丸
瓦
と
均
正
唐
草
文
軒
平
瓦
で
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共
有
し
た
と
す
る
。

平
成
六
年
に
は
、
関
東
古
瓦
研
究
会
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
在
地
か
ら
見
た
関

東
国
分
寺
の
造
営
」
が
開
催
さ
れ
た
。
「
相
模
国
分
寺
」
を
発
表
し
た
河
野
一
也
氏
は
、

僧
尼
寺
と
も
遺
構
の
大
き
な
改
修
は
二
度
で
あ
っ
た
と
の
見
識
に
た
っ
て
、
図
８
に

示
す
よ
う
な
僧
尼
寺
の
創
建
を
天
平
末
年
か
ら
八
世
紀
第
Ⅲ
四
半
期
内
の
七
四
八
年

ご
ろ
か
ら
七
七
五
年
ご
ろ
ま
で
の
う
ち
に
お
き
、
再
建
期
を
弘
仁
十
年
か
ら
九
世
紀

第
Ⅱ
四
期
内
の
八
一
九
年
か
ら
八
五
○
年
ま
で
と
す
る
。
文
様
瓦
も
創
建
期
と
再
建

期
の
二
段
階
変
遷
を
考
え
、
最
終
的
に
は
文
様
瓦
の
な
い
補
修
期
を
設
定
し
て
、
貞

観
十
五
年
か
ら
元
慶
年
間
の
八
七
三
～
八
三
年
に
か
か
る
一
○
年
間
ほ
ど
の
期
間
を

お
く
の
で
あ
る
（
河
野
一
九
九
八
）
。

僧
尼
寺
に
お
け
る
文
様
瓦
の
変
遷
と
年
代
観
は
、
河
野
氏
と
筆
者
と
で
は
異
な
っ

て
い
る
。
そ
の
棚
酷
を
き
た
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
に
瓦
尾
根
瓦
窯
製
品
に
つ
い
て

の
理
解
が
異
な
る
よ
う
で
、
河
野
氏
が
尼
寺
再
建
期
の
Ⅱ
類
と
す
る
細
い
蔓
の
唐
草

の
先
端
が
上
向
き
に
曲
が
る
扁
行
唐
草
文
軒
平
瓦
は
一
号
窯
の
左
側
前
庭
部
か
ら
出

（

註

３

）

土
し
た
も
の
で
、
瓦
尾
根
瓦
窯
で
最
初
に
焼
か
れ
た
文
様
瓦
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

氏
が
創
建
期
に
あ
て
る
扁
行
唐
草
文
軒
平
瓦
の
Ｉ
類
は
出
土
し
て
お
ら
ず
、
僧
寺
再

建
期
の
Ⅱ
類
と
さ
れ
る
珠
文
縁
単
弁
六
葉
蓮
華
文
軒
丸
瓦
と
組
合
わ
さ
る
均
正
唐
草

文
軒
平
瓦
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
均
正
唐
草
文
軒
平
瓦
が
三
・
四
号
窯
操

業
期
の
な
か
で
い
つ
ご
ろ
の
年
代
に
焼
か
れ
た
か
が
問
題
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
文

様
瓦
の
前
後
関
係
を
捉
え
た
と
き
に
、
尼
寺
創
建
期
と
さ
れ
る
珠
文
縁
単
弁
八
葉
蓮

華
文
軒
丸
瓦
と
蔓
の
巻
き
方
が
逆
に
な
る
扁
行
唐
草
文
軒
平
瓦
の
Ｉ
類
も
瓦
尾
根
瓦

窯
で
焼
か
れ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
っ
て
、
尼
寺
創
建
期
と
再
建
期
の
文
様
瓦
の

変
遷
観
は
逆
転
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

平
成
十
二
年
に
は
、
神
奈
川
県
考
古
学
会
主
催
の
「
か
な
が
わ
の
古
代
寺
院
」
で
、

須
田
誠
氏
が
「
相
模
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
跡
」
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
と
り
入
れ
た

発
表
を
お
こ
な
い
、
僧
寺
の
僧
坊
軸
線
の
ず
れ
や
伽
藍
区
画
溝
の
振
れ
具
合
か
ら
塔

と
僧
坊
が
先
に
築
造
さ
れ
た
と
す
る
（
須
田
二
○
○
○
）
。
ま
た
、
河
野
一
也
氏
も

「
相
模
の
古
代
寺
院
と
瓦
」
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
翌
年
に
「
か
な
が
わ
の
古
代
寺

院
研
究
の
成
果
と
課
題
」
を
ま
と
め
て
い
る
（
河
野
二
○
○
○
・
二
○
○
一
）
。
河
野

氏
は
須
田
氏
の
報
告
を
い
れ
る
か
た
ち
で
、
掘
立
柱
式
の
北
方
建
物
を
仮
設
的
な
仏

堂
（
金
堂
）
と
み
、
塔
・
僧
坊
・
仮
設
の
金
堂
で
な
る
天
平
九
年
勅
に
よ
る
一
寺
制
段

階
の
寺
院
構
成
で
は
な
い
か
と
し
、
天
平
期
段
階
の
創
建
を
考
え
る
の
で
あ
る
。
非

常
に
興
味
深
い
着
想
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
天
平
九
年
か
ら
の
創
建
と
な
る
の
か
、

今
後
の
発
掘
調
査
の
進
展
に
待
ち
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
十
四
年
に
、
筆
者
は
「
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
総
合
研
究
報
告
ｌ
さ
が
み

の
国
と
都
の
文
化
交
流
」
で
「
相
模
国
分
寺
と
地
方
寺
院
の
研
究
」
を
報
告
し
、
僧

寺
の
珠
文
縁
単
弁
五
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
文
様
の
源
流
を
宗
元
寺
の
忍
冬
交
飾
素
弁
蓮

華
文
軒
丸
瓦
の
変
遷
過
程
の
な
か
に
求
め
、
尼
寺
の
軒
丸
瓦
文
様
が
千
代
廃
寺
の
珠

文
縁
複
弁
八
葉
蓮
華
文
軒
丸
瓦
に
あ
る
と
し
た
（
國
平
二
○
○
二
）
。
す
な
わ
ち
こ
う

し
た
現
象
を
、
国
分
寺
建
立
が
国
衙
を
通
し
て
郡
家
と
地
方
寺
院
（
郡
寺
）
と
の
か
か
わ

り
に
求
め
、
国
司
が
郡
司
層
を
利
用
し
て
成
り
た
っ
た
結
果
に
あ
る
と
す
る
。
お
そ

ら
く
僧
寺
の
法
隆
寺
式
伽
藍
も
、
塔
・
僧
坊
・
北
方
建
物
の
仮
設
的
な
金
堂
か
ら
展

開
し
た
偶
然
の
産
物
で
は
な
く
、
在
地
豪
族
の
強
い
意
図
が
は
た
ら
い
て
の
結
果
で

あ
っ
た
ろ
う
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
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註（
１
）
「
続
日
本
紀
」
「
類
聚
国
史
』
「
日
本
三
代
実
録
旨
日
本
紀
略
』
ら
は
、
黒
板

勝
美
編
「
新
訂
増
補
国
史
大
系
」
（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
沢
村
仁
・
月
輪
時
房
氏
に
よ
る
「
千
代
遺
跡
出
土
の
瓦
に
つ
い
て
」
の
報
文
を
筆

者
自
身
が
直
接
確
認
し
た
う
え
で
の
も
の
で
は
な
く
、
石
野
瑛
著
「
神
奈
川
県
大

観
湘
西
・
湘
北
」
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
文
様
瓦
の
名
称
は
本

文
に
あ
わ
せ
て
改
め
て
い
る
。

（
３
）
瓦
尾
根
瓦
窯
跡
出
土
の
扁
行
唐
草
文
軒
平
瓦
（
図
６
１
２
）
は
町
田
市
立
博
物
館

に
蔵
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
注
記
に
「
瓦
尾
根
１
号
左
前
庭
」
と
あ
る
。
こ
の
注
記
を

信
じ
る
か
ぎ
り
で
は
、
初
期
の
操
業
期
段
階
に
焼
か
れ
た
文
様
瓦
と
せ
ざ
る
を
得

な

い

の

で

あ

る

。

そ
し
て
平
成
十
五
年
に
は
、
安
芸
国
分
寺
か
ら
「
天
平
勝
宝
二
年
」
銘
の
木
簡
が

出
土
し
た
こ
と
を
う
け
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
分
寺
の
創
建
を
考
え
る
ｌ
安
芸
国

と
相
模
・
遠
江
・
駿
河
・
伊
豆
国
の
事
例
か
ら
ｌ
」
が
企
画
さ
れ
た
。
拙
者
が
「
相

模
国
の
古
代
寺
院
と
国
分
寺
建
立
」
を
、
河
野
氏
が
「
相
模
国
分
寺
瓦
の
年
代
観
」

を
発
表
し
た
が
（
國
平
、
河
野
二
○
○
三
）
、
両
者
の
見
解
を
つ
め
て
論
議
し
合
う
ま

で
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
違
い
は
遺
構
の
理
解
や
遺
物
の
捉
え
方
に
も
あ
る
の
で
、
次
回
は
こ
れ

ま
で
の
研
究
視
点
に
た
っ
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

文
献

（
１
）
井
上
薫
一
九
六
六
「
第
二
章
国
分
寺
の
創
建
」
「
第
五
章
国
分
寺
の
成
立
」

「
奈
良
朝
仏
教
史
の
研
究
」
吉
川
弘
文
館

（
２
）
角
田
文
衛
一
九
九
六
「
国
分
寺
の
創
設
」
「
新
修
国
分
寺
の
研
究
』
第
六
巻

吉

川

弘

文

館

（
３
）
永
井
健
之
輔
一
九
○
三
「
相
模
国
国
分
寺
」
「
古
蹟
」
第
二
巻
四
号
帝
国
古
蹟

取

調

会

（
４
）
海
老
名
市
一
九
九
五
「
相
模
国
分
寺
研
究
の
先
駆
者
中
山
毎
吉
ｌ
そ
の
人
と

業
績
」
「
海
老
名
市
史
叢
書
』
１

（
５
）
沼
田
頼
輔
一
九
一
八
「
相
模
国
分
寺
考
附
国
府
及
駅
路
考
」
「
歴
史
地
理
』

第
三
一
巻
第
三
号
日
本
歴
史
地
理
学
会

（
６
）
矢
後
駒
吉
・
中
山
毎
吉
一
九
二
四
「
相
模
国
分
寺
志
』
海
老
名
村

（
７
）
沼
田
頼
輔
一
九
二
七
「
相
模
国
分
寺
に
就
い
て
の
一
考
察
」
「
史
跡
名
勝
天
然

記
念
物
」
第
二
集
第
五
号
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
協
会
（
「
日
本
考
古
学
選
集

５
沼
田
頼
輔
・
関
保
之
助
集
』
築
地
書
館
に
所
収
）

（
８
）
田
辺
泰
一
九
三
一
「
相
模
国
分
寺
建
築
論
」
『
建
築
雑
誌
』
五
四
七
号
早
稲

田

大

学

建

築

学

会

（
９
）
足
立
康
一
九
三
一
「
相
模
国
分
寺
堂
塔
建
立
年
代
論
」
「
史
跡
名
勝
天
然
記
念

物
」
第
六
集
第
三
号
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
協
会
（
足
立
康
著
作
集
「
古
代

建
築
の
研
究
』
上
中
央
公
論
美
術
出
版
に
所
収
）

（
皿
）
赤
星
直
忠
一
九
三
八
「
相
模
国
分
寺
」
「
国
分
寺
の
研
究
」
上
巻
京
都
考
古
学

研

究

会
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（
Ⅱ
）
堤
雄
半
一
九
四
三
「
飯
泉
観
音
之
立
禮
観
」
、
加
藤
誠
夫
「
千
代
観
音
と
弓
削

道
鏡
開
關
の
勝
福
寺
」
、
赤
星
直
忠
「
勝
福
寺
の
古
瓦
を
尋
ね
て
」
「
郷
土
神
奈
川
」

第
二
巻
第
一
二
号
神
奈
川
県
郷
土
研
究
会

（
吃
）
石
野
瑛
一
九
五
三
「
湘
西
酒
匂
平
野
地
域
の
遺
蹟
・
史
蹟
と
文
化
財
」
「
神
奈

川
県
文
化
財
調
査
報
告
』
第
二
○
集
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
石
野
瑛

一
九
六
一
「
五
、
千
代
古
刹
阯
（
千
代
観
音
）
の
考
察
」
「
六
、
千
代
遺
跡
調
査
の
継

続
」
「
神
奈
川
県
大
観
」
武
相
学
園

（
過
）
石
田
茂
作
一
九
五
九
「
第
四
章
国
分
寺
の
遺
跡
ｌ
国
分
寺
の
伽
藍
配
置
」

「
日
本
歴
史
新
書
東
大
寺
と
国
分
寺
」
至
文
堂

（
皿
）
大
岡
実
一
九
七
八
「
国
史
跡
相
模
国
分
寺
」
「
神
奈
川
県
文
化
財
図
鑑
史
跡

名
勝
天
然
記
念
物
篇
」
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
一
年
に
大
岡
実
氏
が
若

干
の
加
筆
を
し
て
「
新
修
国
分
寺
の
研
究
』
第
二
巻
（
吉
川
弘
文
館
）
に
収
録

（
胆
）
岡
田
茂
弘
一
九
六
七
「
相
模
国
分
寺
を
掘
る
」
「
古
美
術
」
一
八
号
三
彩
社

（
略
）
竹
内
理
三
一
九
八
一
「
相
模
国
分
二
寺
の
成
立
」
「
国
分
寺
の
規
模
」
「
国
分
寺

の
推
移
」
『
神
奈
川
県
史
通
史
編
１
」
神
奈
川
県

（
Ⅳ
）
大
川
清
一
九
六
九
『
東
京
都
町
田
市
瓦
尾
根
瓦
窯
跡
ｌ
相
模
国
分
寺
瓦
窯
跡

の
調
査
』
国
士
館
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室

（
略
）
前
場
幸
治
一
九
八
○
「
第
五
章
初
期
相
模
国
分
寺
考
」
「
古
瓦
を
追
っ
て
ｌ
相

模
国
分
寺
千
代
台
廃
寺
考
』

（
岨
）
前
場
幸
治
一
九
八
四
「
六
、
相
模
国
分
寺
に
つ
い
て
ｌ
そ
の
成
立
と
消
滅
」

「
国
分
寺
古
瓦
拓
本
集
巻
一
相
模
篇
」
国
分
寺
古
瓦
拓
本
集
刊
行
会

（
別
）
坪
井
清
足
一
九
八
五
「
国
家
鎮
護
の
寺
国
分
寺
一
相
模
国
分
寺
を
掘
る
」
「
飛

鳥
の
寺
と
国
分
寺
』
岩
波
書
店

（
皿
）
神
奈
川
考
古
同
人
会
一
九
八
三
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
奈
良
・
平
安
時
代
土
器
の
諸

（
”
）
河
野
一
也
二
○
○
○
「
特
別
講
演
相
模
の
古
代
寺
院
と
瓦
」
「
か
な
が
わ
の
古

代
寺
院
」
神
奈
川
県
考
古
学
会

（
錫
）
河
野
一
也
二
○
○
一
「
か
な
が
わ
の
古
代
寺
院
」
研
究
の
成
果
と
課
題
」

「
か
な
が
わ
の
古
代
寺
院
ｌ
研
究
の
成
果
と
課
題
」
神
奈
川
県
考
古
学
会

（
調
）
國
平
健
三
二
○
○
二
「
相
模
国
分
寺
と
地
方
寺
院
の
研
究
」
「
神
奈
川
県
立
歴
史

博
物
館
総
合
研
究
報
告
ｌ
さ
が
み
の
国
と
都
の
文
化
交
流
』

（
釦
）
國
平
健
三
二
○
○
三
「
相
模
国
の
古
代
寺
院
と
国
分
寺
建
立
」
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
国
分
寺
の
創
建
を
考
え
る
ｌ
安
芸
国
と
相
模
・
遠
江
・
駿
河
・
伊
豆
国
の
事
例
か

ら
ｌ
」
相
模
古
代
史
研
究
実
行
委
員
会

（
釦
）
河
野
一
也
二
○
○
三
「
相
模
国
分
寺
瓦
の
年
代
観
」
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
国
分

寺
の
創
建
を
考
え
る
ｌ
安
芸
国
と
相
模
・
遠
江
・
駿
河
・
伊
豆
国
の
事
例
か

ら
ｌ
」
相
模
古
代
史
研
究
実
行
委
員
会

問
題
ｌ
相
模
国
と
周
辺
地
域
の
様
相
ｌ
」
「
神
奈
川
考
古
」
第
一
四
号

（
躯
）
國
平
健
三
・
河
野
一
也
一
九
八
八
「
奈
良
時
代
寺
院
成
立
の
一
端
に
つ
い
て

ｌ
相
模
国
鎌
倉
郡
の
古
瓦
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
『
神
奈
川
考
古
』
第
二
四
号

（
路
）
河
野
一
也
一
九
八
九
「
相
模
国
分
寺
を
中
心
と
し
て
」
「
関
東
古
瓦
研
究
会
資

料

相

模

編

』

関

東

古

瓦

研

究

会

（
型
）
國
平
健
三
一
九
九
○
・
一
九
九
一
「
初
期
相
模
国
府
の
所
在
地
に
つ
い
て

ｌ
造
瓦
技
法
の
比
較
と
分
布
か
ら
み
た
場
合
１
（
上
・
下
）
」
「
え
び
な
の
歴
史
」

創
刊
号
・
第
二
号
海
老
名
市
史
編
集
委
員
会

（
器
）
河
野
一
也
一
九
九
八
「
相
模
国
分
寺
」
「
聖
武
天
皇
と
国
分
寺
ｌ
在
地
か
ら
見

た
関
東
国
分
寺
の
造
営
」
関
東
古
瓦
研
究
会
編
雄
山
閣

（
妬
）
須
田
誠
二
○
○
○
「
相
模
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
跡
」
「
か
な
が
わ
の
古
代
寺
院
』

神
奈
川
県
考
古
学
会
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